
【図版を使った問題】(難易度：標準) 

 次の古代ギリシア・ローマの遺跡とそれに関連する文をよく読んで、あとの問に答えなさい。 

 

Ａ この写真は古代アテネの中心地であった丘である。中心に見える丘の遺

跡は前６Ｃ後半に建設されたと考えられる。この丘にある(ａ)パルテノン

神殿は(ｂ)ペルシア戦争で徹底的に破壊され、その後再建されたものであ

る。アテネでは、(ｃ)平民と貴族が参政権をめぐり対立したあと、民主政

が発達した。また、丘のふもとにあったアゴラとよばれる広場では、「無知

の知」を唱えた哲学者  １  とその弟子たちも活躍していた。 

 

 

Ｂ この写真はローマ帝政期に建てられた円形闘技場である。ここでは(ｄ)

剣奴を猛獣と戦わせるなどの見世物が行われた。この遺跡に(ｅ)キリスト

教徒への迫害を行った皇帝として有名なネロ帝の像があったことでも知ら

れる。キリスト教はその後も弾圧を受けたが、やがてローマ帝国全体に広

がり、  ２  帝の時に公認された。 

 

 

Ｃ この写真は古代ローマの政治・経済の中心地であったところである。共

和政の初め、ここには元老院の議事堂や民会の議場・神殿などがあった。

現在のような形になったのは、カエサルとその養子(ｆ)オクタウィアヌス

が活躍した時期であり、専制君主政を始めた  ３  帝が四分統治を始

める時期までは政治の中心地であった。それ以後はその機能を徐々に失い、

(ｇ)西ローマ帝国が滅びた後は放棄された。 

 

問１ 図版Ａの丘のことを何といいますか。 

問２ 図版Ｂの円形闘技場を何といいますか。 

問３ 文中の空欄 １ ～ ３ に適する人名を答えなさい。 

問４ 下線部(ａ)の神殿に代表される柱頭装飾様式を下のア～ウから選びなさい。 

ア          イ            ウ 

問５ 下線部(ｂ)について述べた下の文ア～エから正しいものを選びなさい。 

ア アテネを盟主とするデロス同盟とスパルタを盟主とするペロポネソス同盟が戦った。 

イ カイロネイアの戦いではギリシア連合軍が敗れた。 

ウ サラミスの海戦でアテネ艦隊がペルシア艦隊を破った。 

エ ダレイオス３世が、イッソスの戦いで敗れた。 

問６ 下線部(ｃ)に関連する次の各問に答えなさい。 

（１）僭主の出現を防止するためにクレイステネスが実施した制度を答えなさい。 

（２）前５Ｃ半ばころのアテネ民主政治黄金期の指導者は誰か、人名を答えなさい。 

問７ 下線部(ｄ)に関連して、前 73 年剣奴が起した反乱の中心的人物は誰か、人名を答えなさい。 

問８ 下線部(ｅ)に関連して、キリスト教徒が迫害をのがれて密かに礼拝を続けた地下墓所を何とい

うか、カタカナで答えなさい。 

問９ 下線部(ｆ)の人物が、前 31年エジプトを破った海戦の名称を答えなさい。 

問 10 下線部(ｇ)の国を滅ぼした人物を次のア～エから選びなさい。 

ア アッティラ   イ オドアケル   ウ テオドリック   エ エグバート 



 

《 解答 》 

問１ 問２ 

問３ 

１ ２ ３ 

アクロポリス コロッセウム ソクラテス コンスタンティヌス ディオクレティアヌス 

問４ 問５ 

問６ 

問７ 問８ 

（１） （２） 

イ ウ オストラコン ペリクレス スパルタクス カタコンベ 

問９ 問 10 

アクティウムの海戦 イ 

 

《配点》 

問１と問２が 2点。他各 1 点。合計 15点。 


